
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

 

 

 

 

 

 

TRANSITION  TO  HEALTH (１０９) 

 “ 新型コロナウイルス感染 ㉟ ”    

～ 子どもたち へ コロナ･ワクチン は 打たないで！ ～ 

はじめに                      

3 月に入り「5 歳～11 歳」の子ども達へのワクチン接種が始まった。中・長期的な副反応の可能性が懸念されるのだが、

「自分の為に、周囲の為に、お祖父ちゃん・お祖母ちゃんにうつさないために」と、子ども達に対しても、努力義務ではない

もののワクチン接種が奨められている。将来的な 10 年後・20 年後の「不妊症」「自己免疫疾患」「難病」「癌」などの発生

を、現時点では誰も否定することはできない。ただ言えることは「今のところそのような報告
● ●

は
●

ない
● ●

」だけである。当たり前

である。医療従事者への接種が始まってから 1 年 1 ヶ月余りしか経っていないのだから、将来のことは“未知数”で、誰も

確認できないのである。「生殖毒性」「催奇形性」などの有無の検証をせずに見切り発車したワクチンであるからである。 

インフルエンザ･ワクチン の 不都合な歴史 を振り返ってみよう 

日本は世界で唯一、インフルエンザ流行に対する大規模かつ 5 年という長期間にわたる

疫学調査を実施し、『インフルエンザワクチンに効果なし』と結論づけた素晴らしい国であ

る。その結果、インフルエンザワクチンを予防接種法の対象外の任意接種に追い込み、

1994 年、小中学生への集団接種は廃止されたのでした（本通信 No.6、78、108 参照）。 

◆ ワクチンに無知な医師が未だにいる？ 

9 年前（2013 年 3 月）本通信 No.7 で紹介した世界的に著名な脳神経外科医 Russell Blaylock 先生の言葉を再度引用し

よう。Blaylock 先生曰く「大問題なのは、一般の家庭医、内科医、小児科医がワクチンの毒性についての事実

を全く知らないこと。学術論文を読まず、政府機関のパンフレットや製薬会社の添付文書に眼を通すだけ。医

学部では免疫反応機構の講義はあっても、ワクチンについては全く教えていない。学術資料を読んで勉強しよ

うともしない・・・。」確かにワクチン接種に携わる医師たちの中には、都合の良い製薬会社の資料や厚労省

の通達などにしか目を通していない医師がいるのかもしれない。そうでなければ、とても人様に接種することなどできない。 

◆ “インフルエンザにはワクチンも治療薬もある ” という マインドコントロールが招いたワクチン災禍？？ 

かつて「日経メディカル」誌（2017 年 12 月号）が『今冬のインフルエンザ』という特集の中で「ワクチンが効かない」

という記事の数々を掲載していた。その中に「東京都立小児総合医療センター」の診察室入口のス

タンド型掲示板の写真（右写真）が載せられていた。その内容を私が抜粋して作ったのが下の 2

つの図である。この医療センターの小児科専門医たちは「ワクチンは無効」「迅速検査は不要」

「抗インフルエンザ薬は重症化を阻止しない」「インフルエンザ感染は自然免疫で治すもの」と

考えているものと私は理解した。正しく認識している医師集団はいたのである（個人的見解）。

『インフルエンザにはワクチンも治療薬もあるが、新型コロナには無い！』

という思い込み・洗脳から、現在のような『ワクチン待望論 ⇒ ワクチン

有効説 ⇒ ワクチン接種推進論』へと進んできたといえる。免疫の主役は

「ワクチンで作られる抗体」ではなく「自然免疫、交差免疫、獲得免疫」 
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であり、また「自然感染で作られる抗体」であることをもっと理解してほしいものである（個人的見解）。 

子ども に ワクチン接種 を繰り返すと 免疫システム が 悪化する 
2009 年のインフルエンザ A（A/H1N1:新型の豚インフルエンザ）による似非パンデミック騒動の時は、“ワクチンの接

種を受けた人々、特に若い人・小児の間で感染が拡大し重症化していた”とお伝

えした。海外では医療関係者による『ワクチン接種反対運動』が展開され、政府

により『接種禁止措置』が取られた国もあったが、日本ではワクチン接種が続け

られていた。この 09 似非パンデミックの２年後、2011 年 11 月、皮肉にもワ

クチン推進派に属するオランダの科学者によって“毎年、毎年予防接種

することで、逆に免疫力が阻害され、より重症化する ”という可能性

が実証され、ウイルス学会誌に発表された（詳細は No.058  2017 年

3 月）。このオランダのエラスムス・メディカル・センターが発表した

研究の結論は『子どもに定期的にインフルエンザワクチンを接種する

と、子どものインフルエンザと闘う免疫システムが悪化する 』という

ものであった。毎年インフルエンザワクチンを接種することで、ウイル

ス特異的 CD8＋ T 細胞反応の形成が妨害され、細胞性免疫が阻害され

る可能性があるという結果であった。ワクチンを毎年接種した子どもでは、年齢と共に上昇するはずの CD8＋ リンパ球の活

性が低く、また、インフルエンザウイルス以外の全てのウイルス感染に対するリンパ球全体の活性も、ワクチン接種児では低

下傾向を示していた。09 似非パンデミックの時、小児での発症が多かったことも、季節性インフルエンザワクチンを打った

子どもの方に重症化が多く認められたことも、この論文の仮説で説明が可能であった。本来、ヒトの免疫は自然感染により培

われるのだが、現代の子ども達の免疫はワクチンのみで誘導される場合が多く、ワクチンを子どもに接種した場合、交差免疫

が抑制されてしまうということであった。「ワクチン非接種の子ども達の方が免疫反応がより
● ●

強い」「非接種の子ども達の方

がインフルエンザから身を守る機能がより
● ●

強い」と考えられた。この研究のリーダーRogier Bodewes 氏は「インフルエン

ザワクチンには潜在的な欠陥があり、これまで正当に検討されてこなかった。これについては公の場できちんと議論されるべ

きである」との趣旨を述べていた。しかし、公の場できちんと議論されることなく、現在のコロナ禍に至っているのである。 

ワクチン副反応死 は 約 4 万人？（2021 年 2 月～９月） 
 09 パンデミックの時にも１３１人の接種後死亡事例が報告されていたが、新型コロナで

は、3／18 の時点で 1,512 人と報告されていた（右表）。ここで、過去３年間の日本人死

者数の推移に目を向けてみると、2020 年死亡者数の 2019 年からの減少率は過去最高で、

特に 1 月の減少率は大きかった（右下図青矢印）。インフルエンザが流行しなかったためと

考えられているが、2021 年には元に戻ってしまっていた（赤矢印）。 

 さて、ワクチン接種が開始された昨年 2 月から第５波が収束してき

た 9 月末までの 8 ヶ月間についてみると、2020 年より 51,588 人

も増加している。この 8 ヶ月間のコロナ死亡は 11,821 人と報告され

ているので、51,588－11,821＝39,767 人の死亡は、新型コロナ

非関連ということになる。春先から秋口までの温暖な時期に何故、 

「脳心臓血管疾患」の死亡が増えていたのか！この 8 ヶ月間のワクチ

ン接種後死亡事例報告は 1,255 人（１０／３集計）であるが、ワクチ

ン接種慎重派的視点からみると、この約 4 万人の死亡者は「ワクチン接種後死亡≒副反応死」の可能性があると考えられる。 

おわりに 今回のｍRNA ワクチンは、麻疹・耳下腺炎・風疹のような弱毒化・全粒子ワクチンとは決定的に違う。また、

不活化・コンポーネントワクチンであるインフルエンザワクチンとも違い、遥かに危険な遺伝子組み換えワクチンである。 

これは「デマ」でも「陰謀論」でもなく、「事実論」「真実論」である。今回の新型コロナウイルスは、狂犬病やエボラ出血熱、

マールブルグ病のような致死性ウイルスではない。今回の遺伝子ワクチンの接種は「自然感染するよりはるかに危険」である

ことが分かってきた。「５歳から１１歳」の子ども達へのワクチン接種は、是非、是非、控えていただきたい、と思っている

（個人的見解）。            TRANSITION  TO  HEALTH         （理事長・医師 丸山正明） 
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